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IA15 −14 一ヒ ドロ キシ安息香酸脱炭酸酵素が触媒する

可 逆 的脱炭 酸反応

○吉川 　豊利 ，長澤 　智 チ，林 　俊 久，長澤 　透

（岐 1；駄こ⊥
・
堂命 1二）

1A15 −2　　ア ダマ ン タ ン の微 生物 に よ る位 t　 me択 的水酸化

　　 　 　　 C，満 倉　浩
．，近藤 　良典，

．
吉田 　豊和 ，長澤 　透

　　 　 　　 　 〔岐 阜大工
・
生命T 〕

【目的 】我 々 は炭 酸 固定 反 応 を も効 率 的 に触 媒 す る脱 炭 酸 酵 素 と して ヒ ロ
ー

ル ー2一カル ボ ン酸脱 炭酸酵 素、イン ドール ・3一カル ホ ン 酸 脱 炭 酸 酵 素 を ．見 い

だし、そ の 反応 特性 を報 告 し，ま た 酵素
・
次構造 を解析 して きた n 今回 は ．

同様に 炭酸 固定 反 応を 触媒す る 4一ヒ ド ロ キ シ安 息 香酸 脱 炭 酸酵 素 を 育す

る 微 生物を h壌 か ら 分離 し ．酵 素活 性 を 高め る た め の 培養 条件 と反 応 の 可

逆性 を評価 した。
【方法・結果】斗一ヒ ドロ キ シ 安息 香酸 を用 い た 集積培養か ら分 離 した 微 生 物 、
お よび嫌気性微牛物を 用 い ．4・ヒ ド ロ キ シ 安息香酸脱 炭 酸 酵 素活 性 を休 止

菌体 反で 評 価 し、最 も 強い 活
．
陸を 示す 細 菌 P240株 を得 た。本脱 炭 酸 酵 素

活性 は 4一ヒ ドロ キ シ 安息香酸で 強 く誘導 され る が ．炭酸固 定反 応 の 慕質 で

あ る フ ェ ノ
ール で の 誘導効 果は 金く 認め られな か

．丿た 、培 養条件を 最 適化

し た後 、炭 酸閊 定 活 性 を 評価 した 結 果、フ ェ ゐ
．一

ル か ら モ ル 変換率 12．5％
で 4一ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸を 生 成 した 、

【目的】ア ダ マ ン タ ン 誘導体は 、シ ケ Lコヘ キ サ ン環 4 個 が か ご 形 に縮 合 し た

butky な 構造 を 持 ち．抗 ウ イル ス 剤等の 医薬品原料、フ ォ トレ ジ ス ト材料な

ど の新規 機能性材料 と し て の 用途が期待 されて い る ．t ア ダマ ン タ ン誘導体

の 大 半 は．アダ マ 冫 タ ノ
ール を 出発原料 と して 合成 されて お り，位 置選択

的 水酸 化 反 応 に よ る 1・ア ダ マ ン y ノ
ール や 2一ア ダ マ ン タ ノ

ー
ル の 調 製法

の確 立 は意 義深 い。そ こで 我 々は 、ア ダマ ン タ ン の 位置選択的水酸化反 応

を触 媒す る微 生物の 深索 を試み た ．．また ア ダマ ン タ ン の 変換 生成物 を 単離

し 構造解析 を行
．
っ た ．さ ら に．培 養条咋、反応条件 の 検討に よ り，水酸 化

反 応の 最適 化 を 試 み た 。
【方法 お よ び結 果 】我 々は 、研 究 室 保存 菌 を用 い て ア ダマ ン タ ン 変換活性 を

も つ 微 生物 を深 索 し ，カビ 16D 株 、放 線 菌 T47 株 ．細菌 163 株 を検討 した

と こ ろ．カ ビ 7株 、放 線 菌 IS 株 に ア ダ マ ン ダ ン 変換 活 性 が 認 め られ た ．　 GC

分析で 、単
．
生成物 の ビ

．一クを ケえ た放線菌 StrelコrOtro．〔．es　sp．を 選 び ．ア ダ

マ ン タ ンの 変換 生成物の 蓄積を 試 ．みた ．得 られ た 反 応
’1成 物 を ．シ リ カゲ

ル カラ ム ウ 凵 マ ト グ ラ フ で
一一で 精 製 し IH お よ び 1℃−NMR 分 析 を 行

．
っ た 結

果．1一ア ダ マ ン タ ノ
ー

ル で あ る こ と が 確 認 され た 、．
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1A15 −3 微 生 物触媒に よ る 2，6一ジ メ チ ル ビ リジ ン の

メチ ル 基 酸 化反 応

卩  目｝　 豊利1、　存1：川 　　イ1紀 ，　（）松 井　　岡IL　jミ澤 　　透

（岐 阜大 に
・
生 命 1）

IA15 −4 褐色腐朽菌 （Joniophoraputeana 由 来 セ ロ ビオース 脱 水

素酵素遺伝 ｛の ク ロ ー
ニ ン グ

○加 治佐　 平，宵田 　誠，1匸十嵐　圭 日 F，鮫島　 「E浩
1東 人 院農生 科）

【目的 】種 々の 官 能 基 を 有 す る 複素 環化合物は、生 理活性物質合成の ため の

基本 骨 格 と して 有用 で あ り、生 体 触 媒 に よ る 温 和 な 条件 Fで の 複 素環 化合

物 へ の 官能 基変換・導 入法 の 開 発が 望 まれ て い るn 今回 は ，2，6・ジ メチ ル ピ

リジ ン の
一．・

つ の メチ ル基を 選 択 的 に 酸 化 す る 微 生 物 を 見 い だ し．そ の 反応

特性 を検討 した 結果 を 報告する ．
【方法・結果】 メう

．
ル基酸化活 性を 有

．
する 微生 物 を ト壌か ら分 離す る た め に ．

1コーア ル カン およ び分 岐鎖 ア ル カ ン 〔プ リス ダン） を 単 ．・炭 素 源 と した 集積

培養 を行 っ た．休 止菌体 反応 に よ
・
t て 2，6一ジ メチ ル ピ リ ジ ン の メチル 基酸

化 活 性 を評価 し、高活性 を 示勺 細 菌を得 rt　．本菌株 は 2．6一ジ メチ ル ビ IJ ジ

冫の
．一

つ の ベチ ル 基 を選択 的に 酸化 し．6一メ チ ル ビ
．
コ リ ン 酸 を生成 した．

6一メチ ル ビ コ リン 酸 や 2・メチ ル ピ リ シ ン に は 黛 く作 用 しな か
一
）た。そ の

他 の 基 質 に つ い て の 反 応 性 の 評価 を 現在を 進め て い る ．

【緒言】木材 を 腐朽 する担 r葭は ．腐 朽 過 程 に お け る 材 の 変 色 の 違 い に よ ．
っ

て 臼色腐 朽匿と 褐色腐朽 菌に 分類 され る c す で に 白 色 腐 朽 菌 に お い て は 木

材お よび セ ル 凵
・一

ス の 分解に つ い
．
〔多 くの 酵素学的な研 究が 為 され て お り、

そ の 中で セ ロ ヒ オ
・一

ス脱 水素酵素 （CDH ）の 機能と 薙現 挙動 が 注 r1され て

い る，　 ．
方．褐色腐朽薗に よ る セ ル ロ

ー
ス 分解に 関する研究 は 非常に 限 ら

れ て い る n そ こ で 木 研 究 で は、褐色 腐朽 指 標 菌 イ ド タ ケ （Coniophora

putE
’／tlna ）か ら CDH 遺伝 广を ク ロ

…
ニ ン グ し、さ ら に igン パ ク構造 な ら び

に 発 現 挙動に つ い て 調 べ たn
【方 法 と結 果 】 で ドタ ケ をセ ル 凵

．．
ス を炭 素源 とす る 培地で 振 と う 培養 し 、

得 られ た 菌体か ら得 た inRNA を も と に ．．・本鎖 cDNA を 合 成 した ．　 CDH 問
で の 相 同 性領域 に 某つ く 縮 虹 ノ ラ イマ

ーを 用 い て RT −PCR に よ り ：本鎖

DNA を 合成 し、さ ら に RAC 巳法 に よ
．
）て 全 長 ア ミ ノ酸 配列 を 得た、，こ れ に

対 し て El［．八ST 相 1司．性検 索 をTl．りた と こ ろ．フ ラ ボ タ ン パ 〃 に 特 徴 的 な

Flavin　binding　motit ／ お よひ GM （
．
oxidoreductases 　lnetif の 配 列 が 見 られ た こ

と か ら，得 られ た 配 歹l！は CDIIで あ る と 同定 した ．ま た ．他の 担子菌由 来の

CDH ア ミ ノ酸配 列 と比 較 した 辛」L課 ．褐色 腐朽 菌 イ ドタ ケ 由来の CDH は ア

ミ ノ 酸配 列 を レ／Lる 限 り で は ．杣 1司性 が 7〔［％ を 越 え ．1
「
1色 腐朽 菌 と の 差 異が

認め ら れ なか
．．．丿た、正 た 、セ ）LLI 一ス培 地 に お け る CDH 遺 伝 rの 発現 挙

動 に つ い て も両 眥は 類似 し て い る と 見な され た．
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